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腎症状を認めた 1 例．日本小児腎臓病学会雑誌 30(sup): 161, 2017 

25. 近藤達郎、今村 明、森藤香奈子、中根秀之、森内浩幸：ダウン症者の認知特性と急激退行の病態を考える ダウ

ン症候群における社会性及びコミュニケーションに関する能力の退行様症状 新しい疾患概念とドネペジル療法を

含む対策．脳と発達 49(sup): S128, 2017 

26. 森内浩幸：ワクチンが変える！小児救急の現場 ロタウイルスワクチン、肺炎球菌ワクチン、Hib ワクチンなどの

場合．日本小児救急医学会雑誌 16(2): 338, 2017 

27. 冨永あかね、山根裕介、田浦康明、谷岡真司、森内浩幸、永安 武：副腎神経芽腫の転移性肝腫大による腹部コン

パートメント症候群に対して減圧術とサイロ造説述を施行した 1 例．日本小児救急医学会雑誌 16(2): 278, 2017 

28. 鶴川慎一郎、谷岡真司、伊藤暢宏、舩越康智、岡田雅彦、山根裕介、田浦康明、森内浩幸：急激な肝腫大進行によ

る呼吸循環不全に対し外減圧術を行った神経芽腫の新生児例．日本小児血液・がん学会雑誌 54(2): 180, 2017 

29. 迎 祐太、木原敏晴、杠葉美樹、望月保志、酒井英樹、白川利彦、中嶋有美子：小児腎移植後に尿路感染を反復す

る一例．日本小児泌尿器科学会雑誌 26(1): 107, 2017 

30. 宮副祥一、石橋麻奈美、石川香織、小形 勉、木下史子、森内浩幸、吉田拓哉、山根裕介、田浦康明：気管切開後

も呼吸管理に難渋した Pfeiffer 症候群．日本周産期・新生児医学会雑誌 53(2): 753, 2017 

31. 佐々口祐子、山根裕介、田浦康明、小坂太一郎、石橋麻奈美、石川香織、小形 勉、木下史子、森内浩幸：新生児

期に盲腸穿孔を来したヒルシュスプルング病の一例．日本周産期・新生児医学会雑誌 53(2): 596, 2017 

32. 宮下紀子、田浦康明、山根裕介、吉田拓哉、小坂太一郎石橋麻奈美、石川香織、小形 勉、木下史子、森内浩幸、

吉田 敦、三浦清徳、増崎英明：異なる経過をたどった新生児卵巣腫瘍 3 症例の検討．日本周産期・新生児医学会

雑誌 53(2): 570, 2017 

33. 山根裕介、篠原彰太、吉田拓哉、田浦康明、小坂太一郎、石橋麻奈美、石川香織、小形 勉、木下史子、森内浩幸、

江口 晋、大畠雅之：当科における先天性食道閉鎖症の治療成績．日本周産期・新生児医学会雑誌 53(2): 506, 2017 

34. 田浦康明、山根裕介、吉田拓哉、小坂太一郎、石橋麻奈美、石川香織、小形 勉、武田敬子、木下史子、森内浩幸：

当院における 18・13 トリソミー児の外科的治療のタイミングと予後について．日本周産期・新生児医学会雑誌 53(2): 
499, 2017 

35. 橋本和彦、井上大嗣、森山 薫、西口奈菜子、原口康平、里 龍晴：難治てんかんに対するペランパネル使用例 5
例の臨床的検討．てんかん研究 35(2): 629, 2017 

36. 原口康平、里 龍晴、石井敦士、廣瀬伸一：治療に難渋しているグルコーストランスポーター1 欠損症の家族例．
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てんかん研究 35(2): 578, 2017 

37. 里 龍晴、橋本和彦、森山 薫、西口奈菜子、原口康平：てんかん患者における arterial spin labeled perfusion (ASL)
所見の検討．てんかん研究 35(2): 554, 2017 

38. 西口奈菜子、里 龍晴、森内浩幸：溶連菌感染後の Pediatric acute-onset neuropsychiatric syndrome(PANS)の 1 例．
Neuroinfection 22(2): 249, 2017 

39. 森内浩幸：胎内感染・炎症と神経病変 A to Z Aicardi-Goutieres 症候群から先天性 Zika 症候群まで．Neuroinfection 
22(2): 203, 2017 

40. 渡辺 聡、伊達木澄人、松本 正、安倍恵代、宮明寿明、池田聡司、吉浦孝一郎、森内浩幸：ライソゾーム酸性リ

パーゼ欠損症(LAL-D) 病態生理から臨床まで 当院で経験したライソゾーム酸性リパーゼ欠損症の成人例

（Lysosomal Acid Lipase Deficiency(LAL-D): from pathophysiology to clinical practice）．日本小児栄養消化器肝臓学会

雑誌 31(sup): 97, 2017 

41. 有森諒太朗、伊藤暢宏、谷岡真司、舩越康智、岡田雅彦、角田圭司、安倍邦子、森内浩幸：巨大脊髄腫瘤を認めた

中間リスク群神経芽腫の 1 例．日本小児血液・がん学会雑誌 54(4): 368, 2017 

42. 谷岡真司、舩越康智、伊藤暢宏、岡田雅彦、山根裕介、田浦康明、鶴川慎一郎、森内浩幸：急激な肝腫大による腹

部コンパートメント症候群に対し外減圧術を行った神経芽腫の新生児例．日本小児血液・がん学会雑誌 54(4): 364, 
2017 

43. 鶴川慎一郎、谷岡真司、伊藤暢宏、舩越康智、山根裕介、田浦康明、岡田雅彦、森内浩幸：急激な肝腫大進行によ

る呼吸循環器不全に対し外減圧術を行った神経芽腫の新生児例．日本小児科学会雑誌 121(10): 1775-1776, 2017 

44. 桐野泰造、舩越康智、谷岡真司、伊藤暢宏、岡田雅彦、安倍邦子、宮田倫明、森内浩幸：新生児期に発症した左前

腕部滑膜肉腫の 1 例．日本小児血液・がん学会雑誌 54(4): 344, 2017 

45. 佐々口祐子、山根裕介、吉田拓哉、田浦康明、小坂太一郎、永安 武、石橋麻奈美、石川香織、小形 勉、木下史

子、森内浩幸：新生児期に盲腸穿孔を来したヒルシュスプルング病の 1 例．日本小児科学会雑誌 121(10): 1776, 2017 

46. 大西 愛、橋本邦生、佐々木理代、柴田富美子、坂本綾子、田代香澄、森内浩幸：カルボキシメチルセルロース(CMC)
によるアナフィラキシーを繰り返した 1 例．日本小児アレルギー学会誌 31(4): 631, 2017 

47. 福嶋かほり、中岡賢治朗、北之園寛子、金本 正、太田理絵、野中俊章、長岡篤志、吉村俊祐、宮崎禎一郎、立石

洋平、白石裕一、森内昌子、森内浩幸、辻野 彰：EBV 感染に合併した抗 NMDA 受容体脳炎の 1 例．臨床神経学
57(10): 639, 2017 

48. 吉岡佐千佳、大西 愛、橋本邦生、北山 素、本多 舞、原 肇秀、林健太郎、安倍邦子、森内浩幸：3 年間持続

する結節性紅斑を契機に診断に至った Crohn 病の 13 歳男児例．日本小児リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 27 回: 130, 2017 

49. 橋本邦生、大西 愛、佐々木理代、森内浩幸：抗 TNF-αモノクローナル抗体(Infliximab)により発作の消失が得られ

たコルヒチン不応の家族性地中海熱(FMF)の 1 例．日本小児リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 27 回: 
81, 2017 

50. 堀 壽成、山田朋美、下村保人、今井千速、百名伸之、多賀 崇、堀越泰雄、山中純子、渡邉健一郎、小川 淳、

七野浩之、野村恵子、犀川 太、西村良成、井上彰子、岡田雅彦、上山潤一、岩井朝幸、矢野道広、陳 基明、岡

本康裕、横田昇平、鶴澤正仁、菊田 敦、渡辺 新、小児がん・白血病研究グループ：CCLSG ALL2004 研究におけ

る Complete Remission 症例の MRD による解析．日本小児血液・がん学会雑誌 54(4): 353, 2017 

51. 白川利彦、中嶋有美子、森内浩幸：高カロリー輸液に伴い refeeding 症候群を来した腎不全患者二症例．日本小児腎

臓病学会雑誌 30(2): 202, 2017 

52. 里 龍晴、山下裕史朗、高田 哲：=報告= 第 13 回「医療的ケア」研修セミナー．脳と発達 49(2): 147-8, 2017 

53. 森内浩幸：第 48 回学術集会レポート表彰式．小児感染免疫 29(2): 207-210, 2017 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 0 7 4 4 37 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

森内浩幸・教授 ICD-11 Pediatric Topic Advisory Group  WHO（世界保健機構） 

森内浩幸・教授 社会保障審議会統計分科会「疾病・傷害及び死

因分類専門委員会」 専門委員 
厚生労働省（大臣官房統計情報部） 

森内浩幸・教授 HTLV-1 対策推進協議会 構成員 厚生労働省（健康局） 

森内浩幸・教授 領域アドバイザー 独立行政法人 科学技術振興機構 

森内浩幸・教授 科学研究費委員会（小児科学） 専門委員 独立行政法人 日本学術振興会 

森内浩幸・教授 血液医学選考委員会 委員 先進医薬研究振興財団 

森内浩幸・教授 「長崎における黄砂等の小児呼吸器疾患・機能

に対する疫学研究会合」 委員 
一般社団法人 環境情報科学センター 

森内浩幸・教授 特定疾患対策協議会 委員 長崎県 

森内浩幸・教授 予防接種健康被害調査委員会 専門医師 長崎県（福祉保健部医療政策課） 

森内浩幸・教授 麻しん風しん対策会議 委員 長崎県 

森内浩幸・教授 感染症対策委員会 委員 長崎県（福祉保健部） 

森内浩幸・教授 地域医療検討会周産期医療専門部会 委員 長崎県 

森内浩幸・教授 保健医療対策協議会「小児･周産期･産科医療確

保対策部会」 委員 
長崎県（福祉保健部） 

森内浩幸・教授 ATL ウイルス母子感染防止研究協議会関連協議

会 委員 
長崎県 

森内浩幸・教授 福祉保健審議会 委員（身体障害者専門部会審

査委員） 
長崎県 

森内浩幸・教授 新生児聴覚検査推進事業検討協議会 委員 長崎県 

森内浩幸・教授 先天性代謝異常等検査事業検討協議会 委員 長崎県（こども家庭課） 

森内浩幸・教授 指定難病審査会 委員 長崎県 

森内浩幸・教授 親子支援ネットワーク地域協議会 委員 長崎市 

森内浩幸・教授 西海市予防接種健康被害調査委員会 委員

（H27.8~H31.8） 
西海市 

森内浩幸・教授 予防接種健康被害調査委員会 委員 佐世保市 

森内浩幸・教授 医事関係専門 委員 長崎地方裁判所 

森内浩幸・教授 評議員 (財)長崎県健康事業団 

森内浩幸・教授 長崎結核対策委員会 委員 長崎市教育委員会 

森内浩幸・教授 学校医部会 委員長 長崎県医師会 

森内浩幸・教授 母子保健・少子化対策等検討委員会 委員長 長崎県医師会 

森内浩幸・教授 腫瘍統計委員会及び長崎腫瘍組織登録委員会 

委員 
長崎県医師会 

森内浩幸・教授 医学用語管理委員会 委員 日本医学会 

森内浩幸・教授 代議員，予防接種・感染症対策委員会 委員，

国際 WG 対応協力員，学術委員会 委員，国際

渉外委員会 委員，用語小委員会 委員長，試

験運営委員会幹事，英文誌編集委員会 委員，

専門医試験出題 委員，九州地区資格認定委員

会 委員，長崎地方会 会長 

日本小児科学会 

森内浩幸・教授 理事，教育委員会委員，小児感染症専門医検討 日本小児感染症学会 
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委員会委員，将来計画委員会委員，渉外、広報 

森内浩幸・教授 理事，ウイルス検査体制委員会 委員長，ウイ

ルス編集委員会 委員（臨床医学） 
日本ウイルス学会 

森内浩幸・教授 会長，常任幹事、幹事，臨床とウイルス編集委

員会 委員 
日本臨床ウイルス学会 

森内浩幸・教授 評議員 日本母乳哺育学会 

森内浩幸・教授 理事，総務委員会 委員，診療委員会 委員，

倫理利益相反委員会 委員長 
日本 HTLV-1 学会 

森内浩幸・教授 評議員 九州学校保健学会 

森内浩幸・教授 顧問 先天性トキソプラズマ&サイトメガロウイル

ス感染症 患者の会「トーチの会」 

森内浩幸・教授 編集顧問 月刊「医学と薬学」 

森内浩幸・教授 トキソプラズマ抗体検査の学術的配布物のアド

バイザー 
ヤマサ醤油株式会社（診断薬部） 

森内浩幸・教授 情報誌監修等 武田薬品工業株式会社 

森内浩幸・教授 アドバイザー 西村あさひ法律事務所 

岡田雅彦・准教授 長崎結核対策委員会 委員（国立学校学校医代

表） 
長崎結核対策委員会 

岡田雅彦・准教授 評議員、研究委員会 日本小児感染症学会 

岡田雅彦・准教授 代議員 日本小児科学会 

岡田雅彦・准教授 附属学校 学校医 長崎大学教育学部 

伊達木澄人 
・准教授 

先天性代謝異常等検査事業検討協議会 委員 長崎県（こども家庭課） 

伊達木澄人 
・准教授 

長崎市夜間急患センター運営協議会 委員 長崎市医師会（指定管理者） 

伊達木澄人 
・准教授 

附属学校 学校医 長崎大学教育学部 

木下史子・講師 福祉保健審議会 委員 長崎県（福祉保健部） 

木下史子・講師 周産期医療検討委員会 委員 長崎県（福祉保健部） 

木下史子・講師 長崎県妊産婦等相談支援ネットワーク推進協議

会 委員 
長崎県（こども政策局） 

中嶋有美子・講師 非常勤医師（乳幼児健康診査） 長崎市 

中嶋有美子・講師 長崎市小児慢性特定疾病審査会 委員 長崎市（こども健康課） 

蓮把朋之・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会 委員 長崎市医師会 

白川利彦・助教 腎臓健診委員会 委員 長崎医師会医療センター診療所 

橋本邦生・助教 「長崎における黄砂等の小児呼吸器疾患・機能

に対する疫学研究会合」委員 
一般社団法人 環境情報科学センター 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

森内浩幸・教授 厚生労働省 分担 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業： 
HTLV-I 母子感染予防に関するエビデンス創

出のための研究（研究代表者：板橋家頭夫 

H29 年度～H31 年度） 

森内浩幸・教授 日本医療研究開発機構 分担 成育疾患克服等総合研究事業： 



 8 

母子感染に対する母子保健体制構築と医療

技術のための研究（研究代表者：藤井知行 

H29 年度） 

森内浩幸・教授 独立行政法人日本学術振興会 代表 基盤研究 B： 
先天性風疹症候群は今後も脅威であり続け

るのか？：ベトナムにおけるレッスン（H28
年度～H30 年度） 

伊達木澄人 
・准教授 

独立行政法人日本学術振興会 代表 基盤研究 C： 
高シトステロール血症における臨床的、分子

遺伝学的研究（H29 年度～H31 年度） 

伊達木澄人 
・准教授 

公益財団法人 森永奉仕会 代表 乳幼児高コレステロール血症患者における

ABCG5/ABCG8 遺伝子解析（H28 年度応募分 

H29.7 採択） 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

森内浩幸・教授 非常勤講師（こどもの保健 I・栄養） 長崎大学教育学部 

森内浩幸・教授 非常勤講師（小児看護学Ⅰ） 長崎県立大学シーボルト校 

木下史子・講師 非常勤講師（乳幼児の成長発達と病態）（小

児看護学方法論Ⅰ） 
長崎市医師会看護専門学校 

木下史子・講師 非常勤講師（小児看護学Ⅰ） 長崎県立大学シーボルト校 

伊達木澄人 
・准教授 

非常勤講師（小児看護学Ⅰ） 長崎県立大学シーボルト校 

伊達木澄人 
・准教授 

非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 長崎市医師会看護専門学校 

白川利彦・助教 非常勤講師（小児看護学Ⅰ） 長崎県立大学シーボルト校 

白川利彦・助教 非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 
（H28.4~H29.3） 

長崎市医師会看護専門学校 

橋本邦生・助教 非常勤講師（小児看護学Ⅰ） 長崎県立大学シーボルト校 

橋本邦生・助教 非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 長崎市医師会看護専門学校 

里龍晴・助教 非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 長崎市医師会看護専門学校 

里龍晴・助教 非常勤講師（こどもの保健 I） 長崎大学教育学部 

舩越康智・助教 非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 長崎市医師会看護専門学校 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

森内浩幸・教授 「母子感染を防ぐに

は」 
西日本新聞 2017.1.3 母子感染予防のための啓発活動の一環

として行った。 

森内浩幸・教授 Eating Raw Meat Tied 
to Toxoplasmosis in 
Japan 

Medpage 
Today 

2017.5.8. トキソプラズマ母子感染を防ぐために、

長崎市との連携で行った研究結果を米

国小児科学会で報告した内容がとりあ

げられた。 

森内浩幸・教授 ワクチン勝手に混ぜ

て 接 種 は 危 険 な の

か？「混合液には未知

BuzzFeedNews 2017.5.17 別々のワクチンを注射器一本にまとめ

て接種した事例の問題点について、わか

りやすく解説した。 
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の副作用も」 

森内浩幸・教授 根拠なきワクチン批

判で救える命を見殺

しにしないで 

BuzzFeedNews 2017.12.14 ヒトパピローマウイルスワクチンの啓

発活動の一環として行った。 

 

○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 

・伊達木澄人・准教授 
第 17 回日本内分泌学会九州支部学術集会：第 17 回日本内分泌学会九州支部学術集会 優秀演題賞 

 


